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島根県立中央病院で診察を受けられる患者さんへ 
 

当院では、以下の研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、ご自身の試料・情報を研究目的に利用されることを希望さ

れない場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。 

ただし、すでに解析を終了している場合には研究データからあなたの情報を削除できない場合があります

ので、ご了承ください。 

また、ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で研究計画書

及び関連資料を閲覧することが可能ですのでお申し出ください。 

研究題目 胸腺上皮性腫瘍の前方視的データベース研究 

研究期間 2018 年 4月 10 日 ～ 2035 年 3月 31日 

対象患者 胸腺上皮性腫瘍と診断され、当院において治療（外科治療、薬物治療、放射線

治療）される 20歳以上の患者さん 

対象期間 2018 年 4月 10 日 ～ 2023 年 3月 31日 

研究機関の名称 別添のとおり 

実施診療科 呼吸器外科 

研究責任者 阪本 仁 

意義・目的 世界肺癌学会より提案された新たな病期分類は、主に外科治療症例のデータベ

ースによって提案されており、非切除症例・内科治療症例は含まれていません。

また、TNM 分類と病期についても検証が必要です。 

本研究の目的は、本邦で外科治療、内科治療、放射線治療などの治療を受けた

胸腺上皮性腫瘍を前方視的に登録してデータベースを構築し、治療成績を検証

し、TNM 分類と病期の妥当性を検証し、標準治療の確立のための研究を行うこと

です。 

研究の方法 

（試料･情報の利用

方法・他施設への提

供方法を含む） 

対象患者さんの診療情報（基本情報、受診時情報、画像情報、初回治療、病理

情報、病期情報、再発再燃時治療、予後情報等）について、インターネットを

使用しオンラインにて登録を行います。患者さんのお名前など第三者が患者さ

んを識別できる情報がデータベースに登録されることはありません。 

登録資料の解析担当者は、匿名化した登録資料を用いてデータベースを作成し、

治療成績の検証を行い、本疾患における予後予測因子、治療効果予測因子を解

析します。また、TNM分類と病期の妥当性を検証し、標準治療の確立のための基

礎データを構築します。 

利用・提供する試

料・情報の項目 

性別、生年月、悪性腫瘍の既往歴、CT・MRI 画像情報、手術歴、病理情報、病期

情報、再発再燃時治療、予後情報 等 

試料・情報の 

提供の有無 

試料・情報の他施設への提供 あり・なし  

（ありの場合、海外の施設への提供  あり・なし） 

個人情報の保護 当院における個人情報保護の基本方針に準じて行います。 

結果の公表 全国学会等で報告し、英文論文を作成予定。 
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研究実施医療機関 

 全国の大学医学部附属病院および地域の基幹施設で参加を希望する施設 


